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福岡県震度計の強震動記録に基づくサイト増幅特性の評価

Site amplification at seismic intensity stations in Fukuoka Prefecture
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福岡県の震度観測点で観測された強震記録から各点のサイト増幅特性を川瀬・松尾 (2004)のスペクトルインバージョ
ン法により抽出した。川瀬・松尾 (2004)は，日本全国の K-NET，KiK-net，JMA震度計観測網の強震記録をスペクトル
分離解析しサイト増幅特性を求めているが，福岡県内の観測点数は 36点である．本研究では福岡県の震度観測点のうち
計 98点のの記録を解析した．インバージョンには基準観測点が必要であるが，基準観測点には岩盤（花崗岩）に設置さ
れている KiK-net宇美を用いた．川瀬・松尾 (2004)の方法では，基準観測点のサイト増幅特性も考慮した絶対的なサイト
増幅特性が求まる．推定した結果，例えば春日では 2Hz付近と 5Hz付近の両方に顕著なピークが見られ，大きさは両方
とも 7程度あった．また，隣の大野城では 2Hz付近にしか顕著なピークが見られなかったが，大きさは 15であった．最
も最大増幅率が大きかったのは新宮で約 1.2Hzに 24という値を示した．その他，穂波でも約 13（2.5Hz）という大きな
最大増幅率，頴田（かいた）では最大増幅率 9（3.5Hz）であった．大きな増幅率を示した観測点は微地形区分図で砂地，
扇状地，湿地，谷底などにあたり，概ね微地形区分図と良い対応を示した．また，98観測点中 14点が森川・他 (2005)に
よって微動観測されており，そのうちの約半数の観測点において今回求めたサイト増幅特性と微動の H/V で非常に良い
一致が見られた．
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